
●樽見鉄道改正内容
【谷汲口駅着】

●養老鉄道改正内容 ●コミュニティバス改正内容

路線名
バス停名 バス停名

バス停名 バス停名

バス停名 バス停名

バス停名 バス停名

バス停名 バス停名

バス停名

揖斐川北部線

路線名 揖斐川北部線

路線名

道の駅星のふるさと
ふじはし発

揖斐川町役場

房島線

路線名 房島線

【高科駅着】

●コミュニティバス改正内容

路線名 横蔵線

路線名 谷汲口線

★樽見鉄道およびコミュニティバスのダイヤが一部変更となります。【平成21年4月15日改正】
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揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

揖
斐
川
森
林
だ
よ
り

〜
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
の
た
め
に
〜

【
第
十
七
回
】揖
斐
川
町
長
へ「
森
林
づ
く
り
の
提
言
書
」
を
提
出

（
揖
斐
川
町
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
事
務
局
）

平成20年度の推進会議の主な内容

揖斐川町長へ「森林づくりの提言書」を提出
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22-2111 55-2111
57-2111 54-2111
53-2111 52-2111

平成21年度犬の登録と狂犬病予防接種のおしらせ

地域

揖
斐
川 谷

汲

久
瀬

坂
内

春
日

藤
橋

月　日 実　施　場　所 実　施　時　間 地域 月　日 実　施　場　所 実　施　時　間
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9
153 211 5

22 3
9

　
制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
様
々
な

改
善
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
の
改
善
策

①
低
所
得
の
方
の
保
険
料
が
さ
ら
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
や
お
子
さ
ん
に
扶
養

さ
れ
て
い
た
方
の
保
険
料
の
９
割
軽
減
を

平
成
21
年
度
も
継
続
し
ま
す
。

③
保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
だ
け
で
な
く
、
口
座
振
替
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
保
険
料(

税)

の
納
付
相
談
を
実
施
し

ま
す
。(

４
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で)

　
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
（
税
）

は
、
毎
月
の
医
療
費
の
大
切
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
定
め
ら
れ
た
納
付

期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
、
督

促
状
や
催
告
書
が
発
送
さ
れ
、
督
促
料
や
延

滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
願
い
ま
す
。
　
世
帯

の
事
情
に
よ
り
、
納
付
猶
予
や
分
割
納
付
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
延
滞
金
の
発
生
が
一
時

停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
ご
注
意

　
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
、
通

常
の
保
険
証
に
代
わ
っ
て
、「
短
期
被
保
険
者

証
（
有
効
期
限
１
か
月
）」
や
医
療
費
10
割

を
負
担
し
て
も
ら
う
「
資
格
証
明
証
」
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
各

種
給
付
の
差
し
止
め
や
滞
納
処
分
の
措
置
を

と
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で

一
定
の
障
が
い
者
の
方

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
で
、
一
定

の
障
が
い
を
お
持
ち
の
場
合
、
65
歳
に
な
る

と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
で
、

一
定
の
身
体
障
が
い
者
に
該
当
さ
れ
る
よ
う

に
な
ら
れ
た
場
合
も
同
様
で
す
。
対
象
の
方

に
は
、
ご
案
内
し
ま
す
の
で
ご
家
族
と
相
談

さ
れ
選
択
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

長
寿
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ
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②
領
収
証
書
を
必
ず
受
け
取
り
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
領
収
証
書
は
、
あ
な
た
の
納
税
・
お
支
払

い
を
法
律
的
に
証
明
す
る
大
切
な
資
料
で

す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
レ
シ
ー
ト
も
必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
領
収
証
書
と
と
も
に
、
レ
ジ
か
ら
発
行
さ

れ
る
レ
シ
ー
ト
も
必
ず
受
け
取
っ
て
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

④
有
効
期
限
の
切
れ
た
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
使
え
ま
せ
ん
。

○
納
付
書
に
有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ

ニ
で
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

納
付
書
に
よ
っ
て
は
納
期
限
を
有
効
期
限

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
金
融
機
関
、
郵

便
局
、
役
場
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

⑤
バ
ー
コ
ー
ド
の
読
み
取
れ
な
い
納
付
書
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
使
え
ま
せ
ん
。

○
汚
れ
や
折
れ
曲
が
り
な
ど
の
原
因
で
バ
ー

コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
は
、
コ
ン

ビ
ニ
で
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

役
場
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

◎
も
っ
と
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
さ
れ
ま
す
と
、
あ
な
た
の
預

貯
金
口
座
か
ら
各
納
期
限
日
に
自
動
的
に
納

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
大
変
便
利
で
納
め
忘
れ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
お
手
続
き
は
簡
単
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
さ
だ
い
。
お
申
込
み
は
役

場
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
４
月
か
ら
、

揖
斐
川
町
の
町
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、

町
営
住
宅
使
用
料
、

農
業
集
落
排
水
使
用

料
、
個
別
排
水
使
用

料
、
上
水
道
使
用
料
、

簡
易
水
道
使
用
料
が
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
納
付
書
は
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
役
場
ま
た
は
各

振
興
事
務
所
の
ど
ち
ら
で
も
ご
使
用
で
き
ま

す
。

◎
便
利
な
“
コ
ン
ビ
ニ
納
付
”
に
際
し

て
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

”
コ
ン
ビ
ニ
納
付
“
を
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
、
特
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
説
明
し
ま
す
。

①
納
付
書
の
期
別
を
明
確
に
し
て
、
お
支
払

い
に
な
る
納
付
書
だ
け
お
出
し
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
お
客
様

の
出
さ
れ
た
納
付
書
の
記
載
内
容
は
確
認

せ
ず
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
だ
け

で
す
。
特
に
全
期
前
納
分
（
４
回
分
一
括
）

の
納
付
書
が
あ
る
町
県
民
税
と
固
定
資
産

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
付
書
を
よ
く
ご

確
認
の
う
え
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

○
平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
　
　

　
１
４
６
６
０
円
で
す
。
保
険
料
は
納
付
期

　
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
書
に
よ
り
現

金
で
納
め
る
方
法
と
、
口
座
振
替
に
よ
り
納

め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常
、
口
座
振
替
は
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、
申

出
に
よ
り
、
当
月
末
に
口
座
振
替
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
当
月
末
の
口
座
振
替
【
早
割
】

　
保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振
替
【
早
割
】

に
す
る
と
１
か
月
当
た
り
50
円
（
年
間
600
円
）

お
得
で
す
。

（
例
）
５
月
分
か
ら
口
座
振
替
【
早
割
】
に

　
　
　
し
た
場
合

４
月
分
　
１
４
６
６
０
円
を
５
月
末
に
引
落

５
月
分
　
１
４
６
１
０
円
を
５
月
末
に
引
落

６
月
分
　
１
４
６
１
０
円
を
６
月
末
に
引
落

…

◎
原
則
と
し
て
、
初
め
て
口
座
振
替
を
申
し

込
ま
れ
た
方
の
初
回
の
振
替
は
、
前
月
分

（
割
引
な
し
）
と
当
月
分
（
50
円
割
引
）
の

２
か
月
分
の
保
険
料
を
引
落
と
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
は
当
月
分
（
50

円
割
引
）
の
１
か
月
分
の
引
き
落
と
し
と

な
り
ま
す
。

※
保
険
料
は
21
年
度
の
額
で
す
。

※
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の
翌

営
業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法
　
口
座
振
替
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の

届
出
印
）
し
、お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
、

役
場
住
民
課
、
各
振
興
事
務
所
、
ま
た
は

金
融
機
関
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
従
来
か
ら
口
座
振
替
で
毎
月
納
付
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
、【
早
割
】
に
変
更
さ
れ
る

場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
申
込
が
必
要
で
す
。

○
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」
に
つ
い
て

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被
保
険
者
ご

自
身
か
ら
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、

以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社

が
立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。（
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
、
直
接
納
付
い
た
だ

く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
、
ま
た

は
役
場
住
民
課
、
各
振
興
事
務
所
の
窓
口
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月

振
替
【
早
割
】
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
大
垣
社
会
保
険
事
務
所

　
℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

　
揖
斐
川
町
役
場
　
住
民
課

　
℡
０
５
８
５
‐
２
２
‐
２
１
１
１

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

お
支
払
い
が
で
き
ま
す
！

平
成
21
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て
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○
今
年
３
月
１
日
か
ら
、『
社
会
保
障
に
関

す
る
日
本
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
間
の
協

定
』
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
年
金
申
請
が
日

本
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
オ
ラ
ン
ダ
年
金
の
申
請
・
申
告
】

・
オ
ラ
ン
ダ
の
年
金
に
つ
い
て
、
協
定
発
効

後
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
オ
ラ
ン
ダ
の
老
齢
年
金
（
Ａ
Ｏ
Ｗ
）
の
受

給
開
始
年
齢
は
65
歳
で
あ
り
、
６
か
月
前

か
ら
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
オ
ラ
ン
ダ
年
金
の
「
現
況
届
け
（L

ife
 

ce
rtifica

te
/L

e
v
e
n
sb

e
w

ijs

な

ど

）」

は
日
本
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
岐
阜
県
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
は
大

野
町
か
ら
岐
阜
県
揖
斐
総
合
庁
舎
（
揖
斐
川

町
）
へ
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
移
転
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
組
織
変
更
に
よ
り
「
健
康
増
進
関

係
の
業
務
」
は
、
揖
斐
セ
ン
タ
ー
か
ら
西
濃

保
健
所
に
移
管
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
医
療
費
公
費
負
担
及
び
医
療
従
事

者
、
栄
養
士
な
ど
の
免
許
申
請
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
で
き

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
西
濃
保
健
所

  

℡
０
５
８
４-

７
３-

１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

　
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

　
℡
２
３-

１
１
１
１

　
岐
阜
い
の
ち
の
電
話
協
会
で
は
、
第
10
期

（
２
０
０
９
年
の
第
１
課
程
）
を
一
般
公
開

で
開
催
し
ま
す
。（
い
の
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
談
員
を
目
指
さ
れ
る
方
は
、
６
回
以
上

の
受
講
が
必
要
で
す
。）

■
日
時
　
５
月
９
日(

土)

～
８
月
22
日(

土)

　
14
時
～
16
時
（
全
８
回
）

■
場
所
　（
岐
阜
市
日
光
町
９
丁
目
１-

３
）

　
岐
阜
市
日
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
テ
ー
マ
ご
と
に
専
門
の
講
師
に
よ

　
る
講
義
（
受
講
料
が
必
要
）

■
申
込
　
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
事
務
局

　
へ
（
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
）

　
４
月
20
日
（
月
）
必
着

■
送
付
先
　
〒
５
０
２-

８
６
９
２

　
岐
阜
北
郵
便
局
私
書
箱
14

　
岐
阜
い
の
ち
の
電
話
協
会
事
務
局

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
い
の
ち
の
電
話
協

　
会
事
務
局

　
℡
０
５
８-

２
９
７-

１
８
７
１

　
FAX
０
５
８-

２
９
７-

１
８
７
１

　E
-M

a
il

　in
o
ch

i@
k
tro

a
d
.jp

オ
ラ
ン
ダ
の
年
金
制
度
に

加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
方
へ

西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

移
転
の
お
知
ら
せ

岐
阜
い
の
ち
の
電
話
「
相
談
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
の
お
知
ら
せ

　
あ
な
た
も
私
た
ち
と
一
緒
に
自
ら
の
可
能

性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
元
気

で
明
る
い
あ
な
た
を
私
た
ち
は
待
っ
て
い
ま

す
！

■
募
集
期
間
　
４
月
２
日(

木)

～
20
日(

月)

■
受
験
資
格
　
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に

　
生
ま
れ
た
方
で

Ａ
Ⅰ
　
大
学
卒
業
ま
た
は
平
成
21
年
９
月
30

日
ま
で
に
失
業
見
込
み
で
、
平
成
21
年
10

月
１
日
採
用
に
応
じ
ら
れ
る
方

Ａ
Ⅱ
、
Ａ
　（
男
性
・
女
性
）
大
学
卒
業
ま

た
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方

■
第
一
次
試
験
日
　
５
月
10
日
（
日
）

※
　
平
成
21
年
度
は
、
警
察
官
Ａ
Ⅱ
区
分
は

５
月
試
験
の
み
（
９
月
試
験
は
実
施
し
な

い
予
定
で
す
）

 【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
警
察
署

　
℡
２
３-

０
１
１
０

【
協
定
に
お
け
る
年
金
給
付
の
仕
組
み
】

・
オ
ラ
ン
ダ
の
老
齢
給
付
（
Ａ
Ｏ
Ｗ
）
は

最
低
加
入
期
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

１
９
５
７
年
以
前
の
オ
ラ
ン
ダ
居
住
期
間

ま
た
は
有
給
の
雇
用
期
間
（
15
歳
以
上
）

が
あ
る
方
が
、
59
歳
以
後
に
オ
ラ
ン
ダ
ま

た
は
日
本
で
６
年
間
居
住
し
て
い
た
場
合

に
は
、
そ
の
１
９
５
７
年
以
前
の
期
間
が

給
付
額
の
計
算
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

・
日
本
の
年
金
加
入
期
間
の
み
で
は
日
本
の

年
金
の
受
給
資
格
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
は
、
重
複
し
な
い
オ
ラ
ン
ダ
制
度
に
保

険
料
を
納
付
し
た
期
間
を
、
受
給
資
格
を

み
る
際
に
反
映
し
ま
す
。

・
ど
ち
ら
か
の
制
度
に
加
入
中
の
方
に
障
が

い
が
発
生
ま
た
は
死
亡
し
た
と
き
は
、
両

国
の
制
度
か
ら
障
害
・
遺
族
年
金
が
も
ら

え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
詳
し
く
は
社
会
保
険

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
お
近
く
の

社
会
保
険
事
務
所
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.sia

.g
o
.jp

/seid
o
/k

y
o
tei/

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

岐
阜
県
警
察
官
募
集
！
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河
川
の
水
は
、
飲
料
用
の
上
水
道
を
は
じ

め
、
農
業
用
水
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
ま
す
。

水
環
境
の
悪
化
は
、
日
常
生
活
に
直
結
す
る

深
刻
な
問
題
で
す
。

　
き
れ
い
な
川
を
次
代
に
継
承
す
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
き
れ
い
な
町
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
し
な
い
。

○
使
っ
た
食
用
油
は
、
紙
や
専
用
の
油
凝
固

剤
を
用
い
、
流
し
か
ら
流
さ
な
い
。

○
台
所
の
排
水
口
に
目
の
細
か
い
水
切
り

ネ
ッ
ト
を
使
う
。

○
食
器
を
洗
う
際
や
洗
濯
、
入
浴
の
時
、
洗

剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
を
使
い
過
ぎ
な
い
。

○
草
刈
り
の
際
、
川
や
道
路
側
溝
に
刈
り

取
っ
た
草
を
流
さ
な
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１

　
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

①
奥
郷
住
宅　

１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
北
方

・
建
設
年
度
　
平
成
18
年
度

・
耐
火
構
造
２
階
建
　
２
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
６
１
０
０
円
～

②
緑
ヶ
丘
住
宅　

２
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
和
田

・
建
設
年
度
　
昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
１
３
３
０
０
円
～

③
六
合
住
宅　

１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
春
日
六
合

・
建
設
年
度
　
平
成
12
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
５
５
０
０
円
～

④
そ
ら
む
き
住
宅
（
単
身
）
１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
西
津
汲

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
準
耐
火
構
造
２
階
建
　
１
Ｋ

・
家
賃
　
１
６
１
０
０
円
～

⑤
坂
本
住
宅　

１
戸

・
所
在
　
揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

・
建
設
年
度
　
平
成
８
年
度

・
木
造
平
屋
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
０
７
０
０
円
～

⑥
川
上
住
宅　

１
戸

・
住
所
　
揖
斐
川
町
坂
内
川
上

・
建
設
年
度
　
平
成
11
年
度

・
木
造
２
階
建
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
２
４
０
０
円
～

■
敷
金
　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
揖
斐
川
町
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
（
勤

務
予
定
で
も
可
）
で
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

　
※
単
身
用
を
の
ぞ
く

・
そ
の
他
　
家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水

の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

■
募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
～
４
月
15
日
（
水
）

■
入
居
予
定
日
　
５
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

　
揖
斐
川
流
域
に
生
活
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
揖
斐
川
上
流
域
の
山
間
部
で
生
活
さ
れ

て
い
る
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
に
直
接
触
れ

て
い
た
だ
く
と
共
に
、
そ
の
交
流
を
通
じ
て

山
と
水
の
関
わ
り
や
、
水
源
地
保
全
及
び
防

災
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
学
習
の

場
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

■
第
６
期
「
山
郷
倶
楽
部
」
活
動
予
定

　
第
１
回
　
５
月
27
日
（
水
）

　「
藤
橋
・
徳
山
を
訪
ね
て
」

　
第
２
回
　
７
月
22
日
（
水
）

　「
横
山
ダ
ム
を
訊
ね
て
」

　
第
３
回
　
９
月
９
日
（
水
）

　「
久
瀬
を
訪
ね
て
」

　
第
４
回
　
10
月
８
日
（
木
）

　「
坂
内
を
訪
ね
て
」

　
第
５
回
　
11
月
５
日
（
木
）

　「
根
尾
を
訪
ね
て
」

※
な
お
、
活
動
予
定
は
変
更
や
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
対
象
者
　
揖
斐
（
根
尾
）
川
流
域
の

　
市
町
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
基
本
的
に
す

　
べ
て
の
活
動
に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
人
員
　
20
名

■
費
用
　
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
昼
食
、

　
体
験
に
必
要
な
費
用
等
は
参
加
者
負
担

■
集
合
場
所
（
出
発
地
及
び
帰
着
地
）

　
越
美
山
系
砂
防
事
務
所

■
申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡
先
電
話
番
号
、

応
募
動
機
を
明
記
の
う
え
４
月
15
日
（
水
）

ま
で
に
国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務

所
「
山
郷
倶
楽
部
会
員
募
集
」
係
ま
で
お

申
込
く
だ
さ
い
。
※
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
国
土
交
通
省
越
美
山
系

砂
防
事
務
所
総
務
課

℡
２
２-

２
１
６
１

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

〒
５
０
１-

０
６
０
５

揖
斐
川
町
極
楽
寺
１
３
７
番
地

〈
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
〉

　
取
得
し
た
個
人
情
報
は
、「
山
郷
倶
楽
部
」

の
活
動
の
た
め
に
利
用
し
、
そ
の
他
の
目
的

に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
山
郷（
や
ま
ぐ
に
）倶
楽
部
」

会
員
募
集
！

ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に
！

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▲𦙾永用水除塵機の様子
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桜
の
開
花
に
合
わ
せ
18
時
30
分
か
ら
21
時

ま
で
、
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
が
観

光
客
の
皆
さ
ん
を
も
て
な
す
た
め
に
、
手
作

り
の
行
燈
や
竹
灯
籠
に
ほ
の
か
な
あ
か
り
を

灯
し
夜
桜
を
演
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
食
店
10
余
店
舗
ほ
ど
が
閉
店
時

間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
観
光
プ
ラ
ザ

　
℡
５
５-

２
０
２
０

　
森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
緑
と
水
の
大
切
さ

を
知
る
た
め
、
緑
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
次
の

日
程
で
「
第
59
回
揖
斐
緑
と
水
の
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
４
月
26
日
（
日
）
９
時
～

■
場
所
　
揖
斐
高
原
貝
月
リ
ゾ
ー
ト
（
揖
斐

川
町
日
坂
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
農
林
振

興
課
　
℡
２
２-

２
１
１
１

実
業
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
招
待
試
合

■
日
時
　
４
月
２
日
（
木
）
10
時
～

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

第
13
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会

■
日
時
　
４
月
３
日
（
金
）
～
５
日
（
日
）

８
時
30
分
～

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

　
他

※
　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
を
含

む
、
デ
ン
ソ
ー
と
日
立
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

招
待
試
合
、
全
国
レ
ベ
ル
の
高
校
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
広
報
い
び
が
わ
３
月
号
９
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
　
℡
２
３-

０
１
１
５

　
眼
を
と
じ
て
　
～
70
年
代
フ
ォ
ー
ク
へ
の

誘
い
～
　
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
期
日
　
５
月
３
日
（
日
・
祝
日
）　

■
開
演
時
間
　
13
時
30
分

■
会
場
　
茅
ぶ
き
サ
ロ
ン
夢
想
庵
（
揖
斐
川

　
町
坂
内
広
瀬
）

■
出
演
者
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
坂
祝
町

　
の
文
化
団
体
）

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
坂
内
の
味
タ
イ

　
ム
付
き
）

■
主
催
　
坂
内
ふ
る
さ
と
福
祉
村

【
お
問
い
合
せ
先
】
坂
内
振
興
事
務
所
地
域

振
興
課
　
℡
５
３-

２
１
１
１

　
揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
と
お
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
４
月
19
日
（
日
）
８
時
30
分
～

■
場
所
　
岡
島
や
な
下
流
の
芝
生
広
場

■
対
象
　
高
校
生
以
上

■
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
１
人
に
つ
き
）

■
申
込
　
４
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
健
康
広

場
・
中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
に
記
載

の
う
え
健
康
広
場
ま
た
は
中
央
公
民
館
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
　
℡
２
３-

０
１
１
５

手
作
り
の
行
燈
・
竹
灯
籠
で

夜
桜
を
演
出
！

「
第
59
回  

揖
斐
緑
と
水
の
ま
つ
り
」

開
催
の
お
知
ら
せ

実
業
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
招
待
試
合

第
13
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会　

開
催
！

第
12
回
せ
せ
ら
ぎ
コ
ン
サ
ー
ト

（
第
６
回
ふ
る
さ
と
福
祉
村
コ
ン
サ
ー
ト
）

開
催
の
お
知
ら
せ
！

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

2009いびがわの祭り「ありがとう花火」
開催日決定！

開催日：平成 21年8月8日（土）
※雨天順延 【問い合わせ先】

揖斐川町役場商工観光課

電話 0585-22-2111

▲昨年の「参道の灯籠」の写真
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あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
町
役
場
へ

　
２
月
５
日
（
木
）、
中
部
電
力
株
式
会
社

西
平
土
木
管
理
所
よ
り
学
校
教
育
の
振
興
の

た
め
、
春
日
小
学
校
へ
図
書
の
寄
贈
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林
　
良
夫
さ
ん
（
北
方
）
野
菜

成
瀬
　
孝
さ
ん
（
桂
）　
野
菜

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

 

運動の重点

運動の基本

いびがわ　特産品シリーズ　　　　ナンテン（メギ科）

　正月に掛けて真っ赤に色づいた南天の実は歳時記のよい題材です。ナンテンはメギ科に属している。
メギ科にはメギ、ナンテン、イカリソウなどが所属していて薬用植物が多い。ナンテンの葉は昔から赤
飯などの上に載せて贈答する習慣があるが、これは南天の葉からでる成分に依って殺菌効果があるので
腐敗防止のためです。また魚の中毒にも解毒効果があります。生の葉を噛んでいると乗り物酔いをしな
いと云います。之にヒントを得て薬を開発した企業があります。一般には南天実として咳止めに用いま
すが、南天には赤と白の果実があります、白い南天実のほうが効き目があると云われますが、実際はど
ちらも同じ効能です。
　南天実は秋口から春先までに良く熟した果実を採取し、日干しにします、これが生薬の南天実です。
喘息や百日咳、気管支炎などの咳止めに用います。南天実を 5 － 10 グラムを一日量として 500 ミリリッ
トルの水を加えて煎じます。約半量まで煮詰めたものを食間に服用します。この煎液は目の薬と云われ
視力の回復に効果があると云われています。飲みやすくするために飴などにエキスを混ぜて市販されて
います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫 ）

　
揖
斐
川
町
で

は
、
平
成
19
年

度
か
ら
「
揖
斐

川
町
人
物
に
関

わ
る
読
み
物
の

編
集
事
業
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
事
業
の
成
果
を
読
み
物
形
式
に
編
集
し

た
『
郷
土
読
本
　
揖
斐
川
町
ゆ
か
り
の
人
物
』

を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
に
生
ま
れ
郷
土
づ
く
り
に
生
涯

を
か
け
た
人
物
や
、
自
分
の
仕
事
に
熱
意
と

信
念
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
人
物
な
ど
、
揖

斐
川
町
の
誇
る
先
人
を
数
多
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
読
本
は
町
内
小
中
学
校
や
図
書
館
に

配
布
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

※
当
事
業
は
、
岐
阜
県
の
補
助
金
を
受
け
て

実
施
し
ま
し
た
。

○
閲
覧
で
き
る
施
設

　
　
揖
斐
川
、
谷
汲
、
坂
内
図
書
館

○
販
売
に
つ
い
て

　
ご
希
望
の
方
へ
は
、
１
冊
１
０
０
０
円

で
販
売
し
ま
す
。
３
月
末
以
降
、
次
の
施

設
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

・
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
（
月
曜
休
館
）

・
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
（
月
曜
休
館
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
２
３-

０
１
１
５

『
郷
土
読
本　

揖
斐
川
町
ゆ
か
り
の
人
物
』
を

発
刊
し
ま
し
た
！
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